中(日

  和服是日本人民傳統的民族服裝，因為日本的主體民族”大和”人占全國人口的90%以上，所以這種服裝被稱為和服。1868年明治維新之前，日本人都穿和服。明治維新之後，日本政府實行開放政策，大量汲取歐美文化，穿西服的人逐漸多起來。邁入本世紀50年代以後，西服在日本城已經普及。在日常生活中，日本人一般都穿西服，但在節日、紀念日、結婚典禮，以及祝賀兒童成長的『七五三』儀式等隆重場合，人們仍穿和服。日本現代一般流行的和服大都是寬袖、寬帶、束腰。和服的產生和演變深受我國的影響。
  韓國的傳統服飾，除了有性別之分外，依照年齡、出嫁未婚等的不同，裝扮也有些許的不同。例如:女子出嫁前是綁辮子，出嫁後則須挽髮髻。在現代，韓國人在農曆春節、中秋節、婚喪喜慶等場合，仍然會穿著傳統服飾。而長輩穿著傳統服飾的機率，會比年輕人高。
  日本の伝統衣装は、日本全国人口の９０％以上を占められている「大和民族」の為、「和服」と言われている。1868年の明治維新前の日本人は殆ど和服を着用していた。明治維新以降、日本政府は大きな改革を実行し、西洋化を促進した。それに従い、洋服を着る人が多くなった。1950年代に入り、洋服は普及し、普段着として着られるようになった。しかし、祝日、記念日、結婚式、また子供の成長を祝う行事「七五三」など厳かな式典では、和服を着る伝統は未だに残っている。袖が長く、幅広い帯で巻いて結びつけるのは日本和服の特徴であり、それ誕生と進化は中国から深く影響を受けたようだ。
     韓国の伝統衣装は男性用と女性用の区別があるほか、年齢や婚姻状態によって違う。例えば、女性の髪型は未婚者は三つ編みをして、整えるが、既婚者の場合は髷（まげ）を結び形になる。現代の韓国人は、旧正月、中秋節、冠婚葬祭などの場合では、伝統衣装を着る人が少なくもない。それに若者より年配者の方は伝統衣装を着用する方が多いようだ。
